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午前１０時００分 開議

◎開議宣告

○議長（古舘繁夫君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１４名であります。

定足数に達しておりますので、これから平

成２３年第５回美幌町議会定例会第３日目の

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（古舘繁夫君） 日程第１ 会議録署

名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の

規定により、５番中嶋すみ江さん、６番松浦

和浩さんを指名します。

─────────────────────

◎諸般の報告

○議長（古舘繁夫君） 諸般の報告を行いま

す。

諸般の報告については、事務局長から報告

させます。

○事務局長（高坂登貴雄君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配付

しております議事日程のとおりであります。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条の規定に基づ

く出席説明員につきましては、第１日目と同

様でありますので御了承願います。

以上で諸般の報告を終わります。

─────────────────────

◎日程第２ 一般質問

○議長（古舘繁夫君） 日程第２ 一般質問

を行います。

昨日に引き続き、発言を許します。

大江議員の持ち時間は、残り２９分です。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 〔登壇〕 昨日、資

料要求をいたしまして、手元に資料が届きま

した。残り時間が２９分なので、説明をして

いただきますと私の質問がなくなるというこ

となので、勝手に解釈をいたします。

現在、低所得を理由といたしまして減免さ

れているのは２１件であるということであり

ます。それで、平成９年に減免規定が策定さ

れたことによりまして、統計上は１０年度以

降のデータであります、年間の減免額が２０

０万円台ということで、それと、減免を受け

ているトータルの数は、大体、二十五、六件

から３０件前後ということでございまして、

現在美幌町が管理しております町の管理下、

７９５戸に対して２６件であります。昨日、

２割減免を受ける対象となっております政令

月収６万円以下の世帯は３９４世帯というこ

とですから、１割にも満たない、そういう状

況が、ここに示されているところでありま

す。

そこで、説明をいただきましたのは、今回

の５月に起きた２件以外には、昨年度１件起

きているということでございまして、この方

は不幸にして再申請に至っていないというこ

とであります。これも今回と同様の理由で却

下されているということで、なかなか行政上

としては対応が非常に難しいということであ

りますが、どう処置されるのか。私は、超法

規的な処置が必要ではないかというように思

いますので、この点について、まず御答弁を

いただきたいと存じます。

○議長（古舘繁夫君） 建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 今の御質問

にありました件の方につきまして、どういう

形の部分でするのかということについて、今

後検討して結論を出したいと思っておりま

す。

○議長（古舘繁夫君） 副町長。

○副町長（染谷 良君） 今、部長のほうよ

り答弁をさせていただきましたけれども、こ

の減免に至らなかった理由、原因が、私ども

のほうの対応がまずかったということが一つ

の大きな要因となってございます。できる限

り、そこまでさかのぼることができるかどう

か、お答えはできませんが、極力、私どもも
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そういう形でできるよう、今後、その努力を

していきたい、このように考えております。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 確かに、法的な、あ

るいは行政処分上の実損回復というのは、正

規の手続ではできないと。しかし、もしこれ

が、だから仕方がないのだとなりますと、町

の決定に対して、町民は、よほどの知識や能

力を持たない限り、対抗するすべを持たない

のです。したがって、大きな権力を持ってい

る者は、その行使に対して極めて慎重でなけ

ればならないと。したがって、私は、５月に

今回の問題が再検討されるのは当然だったと

思うのですが、これは昨年のその時点で、本

当に原点に返って考えなければならなかっ

た、それが持ち越されたために救済の手段を

表向きは持たない、そういう中身でありま

す。ぜひ、このことについては心していただ

きたいというように思います。

十分時間があれば、いろんな角度で議論し

たいのですが、何せ時間がありません。それ

で、申し上げたいと思いますが、やはり、知

らされていない、あるいは、知らせるための

努力という点では非常に大事だというように

思います。

実はここに図表を用意していませんが、多

分、所得階層で言う政令月収６万円というの

は、国民の所得階層をゼロから１００まで積

み上げて、下から６人目、この程度しか減免

の規定には対象にならないということです。

しかも、国は、所得で言えば、１０番目以下

の人、ここに基準を設けて、第１分位と定め

ているのであって、１０番目以下の部分につ

いては、各自治体が減免規定を設けてやりな

さいと、国はそこまでは細かくしませんよ

と。美幌町としては、１００人中、下から６

番目以降の収入の方に、２割減免、３割減免

ということを設けているのであって、特別に

基準が緩やかだということでは断じてないわ

けなのです。このこと自体が知られていない

ので、３９４世帯というのは、下から１００

人中６番目の人たちの階層に対する減免規定

なので、私はしっかりと、これはお伝えして

いただきたいと。こういう人たちのために安

全な網、セーフティネットが張られているの

だという角度で、今後、ぜひ、処理をしてい

ただきたいというふうに思うのですが、いか

がでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 副町長。

○副町長（染谷 良君） 昨日から、私ども

の処理の仕方が大変まずかったということ

で、きょうに至って、なおまた、いろいろと

御指摘をいただいて、本当に、大変申しわけ

なく思っているところでございますが、今、

大江議員さんから御指摘のあった点につきま

しては、本当に宣伝の仕方がどうだったかと

いうことも含めて問われていると思ってござ

います。そういう中で、事後の対応として、

私ども、制度のＰＲ、本当に適切なＰＲを、

十分わかるような形でやはりしていかなけれ

ばならないということを深く反省をしている

ところでございます。その点につきまして

は、意を持って今後取り組んでいくというこ

とで私どもやっていきたい、そして、二度と

同じ過ちを繰り返さないということで対応し

ていきたいと、このように考えております。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今、副町長から

ちょっとおわびの言葉がありましたけれど

も、町政の最高責任者として、私のほうから

もちょっと答弁をさせていただきたいと思い

ますけれども、今回御迷惑をおかけした方々

におわびを申し上げたいと、そのように思い

ますし、また、町民の皆さんに、こういった

ことで不信感を与えたということでありま

す。心からおわびを申し上げたいと、そのよ

うに思っております。今回の事態を私は非常

に重大に受けとめております。この後、職員

の事情を聞きまして、処分を含めて考えてい

きたいと、そのように思っておりますけれど

も、そのことと別に、今回のことは、やはり

日ごろから言っている町民の皆さんに対する

対応、これをどうするかということだと思い

ます。そういったことで、改めて指示をした
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いと、そのように思っておりますし、今回の

事例で言いますと、現入居者の方についても

周知をしっかりとしたことを図りたいし、ま

た、今後入居される方についても同様に周知

をしていきたいと、そんなふうに思っており

ます。

我々、いろんな形で、先ほど大江議員おっ

しゃったように、本当に権限を持って住民の

皆さんに向かい合うわけでありますから、

しっかりそのことは、できることとできない

ことははっきり言って、できることまででき

ないような対応をするということは、全くプ

ロとしてなっていないと、そんな思いであり

ますので、今後においてもしっかりとした取

り組みをしたいと思いますし、また、きのう

来、一般質問でさまざまな御質問がありまし

た。それで、今後において、減免、あるいは

免除、あるいは猶予、軽減措置、これらの総

点検を全庁挙げてやっていきたいと、そのよ

うに思っているところであります。

また、大江議員につきましては、平成１５

年から、この場で、私もいろいろかかわりを

持たさせていただきました。一般質問も随分

受けました。そういうことで、非常に建設的

な一般質問もたくさんしていただいて、今回

こういう形で一般質問ということで、建設的

な一般質問でないという、そういう機会をつ

くってしまったことを心からおわびを申し上

げたいと、そのように思います。今後、十分

気をつけながら事務の執行に当たっていきた

いと、そのように思っております。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 時間がありませんの

で、次の部分に移って、若干、最後に関連す

ることになりますので、御所見をいただくと

いうこともあろうかと思います。

では、次に移ります。

国保の医療費減免の問題についてでありま

す。

それで、昨日の答弁を見ますと、一部実施

していると、こういう中身ですが、私は、町

としては方針を固めて実施しているというこ

とにはならない、このように思っています。

方針がないので、やむを得ず国の基準を、最

低限度でありますから、それでやらざるを得

ないという状況になっていると、そのように

思っています。

そこで伺います。

これは昨日来申し上げております、平成２

２年９月１３日付の厚生労働省保険局長の通

知文であります。これは、文書の中にもあり

ますが、この取り扱いは地方自治法に基づく

技術的助言であるということで、最低基準だ

からねと。９月１３日の国会答弁、議事録が

ございますが、時間がないので御紹介できま

せん。ここでも、これは最低基準であって、

これを上回ることが望ましいというふうに

言っている、最低基準です。これを受けまし

て、管内、これは北見市の取扱要綱、これは

網走市の取扱要綱、これは紋別市の取扱要綱

ですが、紋別市は昨年１１月１９日に策定さ

れて、１２月１日から実施、網走市は１２月

１日から実施、北見市は３月４日から施行と

いうふうになっています。美幌町は、要綱が

できていないと。要綱ができていないという

ことは、最低基準しかないわけですから、担

当者は相談されても、国の基準でしか、やり

ようがない。

念のために申し上げますが、国は、入院に

ついては処置しなさいと、通院と薬代につい

ては、これは対象になっていない、しかし、

３市、あるいは、全道、全国で、今実施され

ようとしているところは、最低基準を国が示

したので、入院、外来、あるいは薬剤であ

れ、全部対象にしようと、しかし、これは、

申し上げますが、一定の条件のもとで、これ

もまたセーフティネットなのです。生活保護

費を下回る、保護基準を下回る世帯につい

て、しかも、資産については、基準生計費の

３カ月分を超える貯金を持っていない、こう

いう厳密な網をかけた上で、３カ月を限度に

して、最長６カ月までは使ってよろしいと、

こういう非常に限定された中身であって、対

象が無限定に広がるわけではないのです。
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これが何で有効なのかというと、昭和３４

年３月３０日に発出された、ほとんど同じ中

身の通知文書があるのですが、それには基準

がなかったのだと。それと、減免した場合に

国の補てんが全くないということなので、そ

こで全国から、実施したいけれども、財源に

限りがあるから、国、何とかしろということ

で、私どもの議員なんかも国会で、補てんし

ろということで、何度となく追及した結果、

２分の１の助成交付金を出すということで、

出されたのが、内容は十分ではありませんけ

れども、これは歴史的な文書なのです。

そこでお伺いしますが、この文書は、もし

かしたら、グループ内でとまっているのでは

ないかと思うのですけれども、いかがです

が。

○議長（古舘繁夫君） 環境生活主幹。

○環境生活主幹（石田勇一君） ただいまの

御質問にお答えいたします。

議員おっしゃる、昨年９月１３日付の厚労

省からの一部改正通知につきましては、道を

通じまして、平成２２年９月１５日付で美幌

町のほうに届いております。決裁について

は、通知の一部改正ということで、私の段階

で専決処理をして決裁を終えています。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 国からはいろんな文

書が来るので大変だと思うのですが、ある意

味、歴史的な文書なのですよね。それが、

やっぱり美幌町の予算を伴い、それから、美

幌町としてセーフティネットをどのように張

るのかという最も基本なスタートとなるもの

であって、それがグループ内にとどまるとい

うのでは、今日まで制度ができていない、私

は直接の原因になっているのではないかとい

うふうに、残念ながら思うのです。答弁書で

は、国基準を上回る処置についてはなかなか

難しいと。こうやって言われてしまったら、

私ども議会も、では、どこからどうすればい

いのと、だれの見解、それは町長見解である

ことに変わりはないのですけれども、町長の

口から発せられているので。しかし、やっぱ

り政策論議、これではできないだろうと思う

のですよね。

全然時間がないのであれですが、非常に粗

い質問しかできないのですが、この保険局長

通知の真髄となるものを、町長、副町長、い

つお知りになったのですか。

○議長（古舘繁夫君） 副町長。

○副町長（染谷 良君） ただいま御指摘の

点、まず最初に、この対応が、主幹の段階で

専決をしたことについて、どうだったかとい

うことにつきましてお答えをさせてもらいた

いと思いますけれども、全くもって不適切で

あったと言わざるを得ません。この意思決定

を、やはり文書が来た中で、町長みずから

が、上乗せ基準もあるわけでございますか

ら、そういう中で判断をすると。担当レベル

では、直ちに近隣の状況も調査に入っていた

わけでありますが、そういうことを怠ったと

いうこと、まさに御指摘のとおりで、このこ

とにつきましても全く弁解の余地がないと

思っております。

私が、このことを書面で、決裁行為という

形で把握をしたのは１２月の段階で、一部負

担金のこれを適用される書類が上がってきた

段階でございます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 大変粗い質問しかで

きませんが、そういう事実関係であると。そ

こで、多分、町の意思という点では、検討中

というのが、一昨日、そして昨日の私に対す

る御答弁であったと思います。要綱、あるい

は外来、それから薬剤費などについて含める

のか、あるいは、減免期間を何カ月とするの

か、そういう点では、まだ腹が固まっていな

い、すなわち、町としての方針が固まってい

ないという状況で、今、答弁席に立っておら

れるというふうに思います。それで、おくれ

た分といいますか、知らされていない町民に

とってみれば、えっ、そうなのと、しかも、

国が２分の１負担してくれるんだよ、それな

ら何でというふうになる話なので、ぜひ、そ

ういう意味でも改めて受けとめていただい
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て、美幌発のいい制度をぜひつくっていただ

きたいというふうに思うのですが、時間がな

いので、このこともあわせてお伺いしたいと

思います。

美幌町の国保被保険世帯者は３,６３２世

帯、６,７４７名、これは、２２年度につい

てはまだカウントし切れないということで、

２１年度決算の資料であります。そのうち生

活保護基準以下の収入と考えられる世帯数は

一体幾らいるかということで、私なりに推測

しておりますが、所得ゼロの世帯というの

は、現在まだよくわかりません。なかなか一

遍に出てこないと。それで、１９年度決算

で、所得ゼロ階層は１,４５２世帯というこ

とは、議会に対する報告資料の中で、それが

一番新しいデータで出ています。多分その前

後だろうと、所得がないという世帯でありま

す。

この間の国保税の未収額を見ますと、町に

払う税ですからね、無所得階層は２,９２３

万６,０００円の未納額になっておりまし

て、これらを含めて１億９,３７８万７,００

０円の国保会計全体の未収金です、国保税を

払えないよという累計がそれぐらいになって

いるのです。考えてみますと、町に税を払

い、税を払ったことで、３割の一部負担金で

医者にかかれる。私の知っている人は、税が

高くて払えないので、病院に行きたくても行

けないと言っている人がいるのです。税を払

うことができない金額が無所得階層で３,０

００万円ほどあると。これを考えたときに、

多分に、無所得、所得ゼロの人たちの中に、

医療費が、３カ月なのか６カ月かわかりませ

んけれども、ゼロになる世帯が現にいるわけ

ですよ。そういう意味で、ここはこれらも含

めて、ぜひお考えいただきたいというふうに

思います。

大変時間がないので、一括して御答弁いた

だきたいのは、前段で申し上げました公営住

宅家賃にも、収入がなくて払えないという

方々は、２１年度決算資料で１,７５１万３,

０００円あるのですね。住宅料の未収状況

は、前年度、前々年度と比較して、ふえても

いると。そこで、昨年の１０月１３日に一般

会計と国保会計を含む決算審査特別委員会の

審査の講評を、たまたま私が委員長だったの

で、委員の同意のもとで申し上げたことがご

ざいます。それを読み上げてみます。申し上

げた中身です。幾つかあるのですが、今の部

分にかかわって、未収金対策について、各種

未収金の確保に当たっては、悪質滞納者への

毅然とした対応とともに、近年、町民の収入

減少なども考慮し、減免制度や生活救済の各

種制度を紹介するなど、町税等収納向上対策

本部において適切に対処されたい。ちょう

ど、その前後して、この国保の問題が出てい

る。そして、前後して、家賃の減免の不適切

な取り扱いが起きている。町税等収納向上対

策本部の責任者であり事務方のトップは副町

長です。まとめて、ぜひ御発言をいただきた

い。

○議長（古舘繁夫君） 副町長、残り時間が

３分切れる状態でありますので、答弁短めに

お願いします。

○副町長（染谷 良君） 私が収納対策の本

部長という立場で申し上げたいと思います。

本当に収納対策、反省点として、滞納に

なったときどうするかという観点でやってい

たということで、今の低所得者の方々、制度

の運用を含めて、十分でなかったという点で

は、極めて私自身も反省をしているところで

ございます。町長からも先ほどの答弁ありま

したように、減免を含めて、それらの対応、

これは国保、介護保険等も、一昨日来指摘を

されておりますけれども、公住も含めて、そ

ういう低所得の生活弱者の方へどこまででき

るかということは、まだまだ追求不足であっ

たと、このように反省しているところでござ

います。その点につきましては、今後、庁

内、きのうも町長から指示を受けております

ので、部局間において十分な調査検討を行っ

て、正しい減免のあり方と方向性について、

不均衡を生じることなく、公平の原則も尊重

しながら、今後あるべき姿をさらに展望して
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いきたい、取り組んでいきたいと、このよう

に思っておりますので、御理解を賜りたいと

思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 御指摘の国保の関係

でありますけれども、９月１３日付の通知、

国はセーフティネットで最低限のものを設け

たと、その他の、横に出すか、上乗せするか

については、それぞれの自治体の判断で、一

部、財政措置を伴うと、これは極めて、それ

ぞれの団体のトップが判断すべき、政治的な

判断も含めてすべきことを奪ってしまったと

いうことで、私にとっても極めて遺憾なこと

だと思いますので、今後、かようなことのな

いように、しっかりと文書の判断に当たって

は、やはり厳しく判断させるように私どもか

らもしっかりとした指示をしていきたいと、

そんなふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） 以上で、２番大江道

男さんの一般質問を終わります。

これで、一般質問を終わります。

暫時休憩といたします。再開を１時１５分

といたします。

午前１０時３２分 休憩

────────────────

午後 １時１５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎議会運営委員長報告

○議長（古舘繁夫君） 先ほど議会運営委員

会を開きましたので、委員長から、その結果

について報告を求めます。

１２番吉住博幸さん。

○１２番（吉住博幸君）〔登壇〕 休憩中に

議会運営委員会を開催いたしましたので、そ

の内容について報告いたします。

美幌町自治基本条例に基づく本定例会にお

ける議案審議の質疑においては、一問一答方

式を採用することといたしました。具体的に

は、議員が同一の議題に対し複数から成る質

疑を行う場合、１回目については、一括質

疑、一括答弁を行うこととします。２回目以

降の質疑応答から一問一答方式となるという

意味であります。

また、一般質問と同様、質疑に対する町長

等の反問を認めることといたしました。

質疑の回数は、従来同様に３回以内とし、

町長等からの反問があるときの議員の答弁に

ついては、質疑の回数には含めないこととい

たします。

なお、これまでも、議長の許可を得たとき

は３回を超えて質疑ができたが、今後におい

ては、議案審議を十分に深める意味からも、

より弾力的に運用することといたしました。

この取り扱いについては、今後、試行錯誤

を重ねながら制度の質を高めていくための試

みであり、平成２４年３月末日までには制度

設計を整え、会議規則の改正を行う予定であ

ります。

町長を初め出席説明員におかれましては、

議会改革に向けた新たな試みとして御理解と

協力をお願い申し上げます。

以上、議会運営委員会の報告といたしま

す。

─────────────────────

◎日程第３ 同意第３号

○議長（古舘繁夫君） 日程第３ 同意第３

号副町長の選任についてを議題といたしま

す。

直ちに、提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 同意第３号副町長の

選任について御説明を申し上げます。

本町副町長染谷良氏は、平成２３年６月３

０日をもって任期満了となるので、次の者を

選任いたしたく、地方自治法第１６２条の規

定により議会の同意を求めるというものでご

ざいます。

記。

住所、美幌町字栄町３丁目３番地の６。氏

名、染谷良氏。生年月日、昭和２３年３月２

１日生まれでございます。

昨日からきょうにかけての一般質問で、た
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びたび御指摘いただいておりますけれども、

事務手続で大変な御迷惑をおかけしておりま

すけれども、決意も新たに取り組んでいただ

けるものと思いますし、また、美幌町の発

展、住民の皆さんの福祉の向上のために御尽

力いただけると、そのように確信いたしてお

りますので、ぜひとも御同意をお願いを申し

上げたいと、そのように思います。

以上であります。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第３号副町長の選任につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、提案のとおり同意することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は、提案のとおり同意す

ることに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

午後 １時１８分 休憩

────────────────

午後 １時２５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第４ 同意第４号

○議長（古舘繁夫君） 日程第４ 同意第４

号監査委員の選任についてを議題といたしま

す。

直ちに、提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 同意第４号について

御説明を申し上げます。

監査委員の選任についてであります。本町

監査委員、本多忠夫氏は、平成２３年５月１

１日をもって本職を辞されたことから、次の

者を選任いたしたく、地方自治法第１９６条

第１項の規定により、議会の同意を求めると

いうものでございます。

記。

識見を有する者。

住所、美幌町字美禽２６５番地の２９。氏

名、髙木清さん。生年月日、昭和１９年１月

１７日生まれでございます。

どうぞよろしくお願いをいたしたいと思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第４号監査委員の選任につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本件は、同意することに賛成の方は起立願

います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本件は、同意することに決定

いたしました。

─────────────────────

◎日程第５ 議案第３６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第５ 議案第３

６号動産の取得についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の４

ページをお開きください。

議案第３６号動産の取得についてを御説明

申し上げます。

次のとおり、動産を取得するものとする。

詳細は参考資料で御説明しますので、参考

資料の１ページをお開きください。

資料１、議案第３６号関係。

ロータリ除雪車（除雪幅１.３メートル

級）の１台の取得であります。

更新対象車は、平成４年１１月購入車４輪

タイプで、１９年経過をしており、今回、北

海道備荒資金組合により取得するものです。
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納入場所は、美幌町報徳７９番地、車両セ

ンターです。

動産の概要としては、型式、主要諸元、性

能、機関につきましては、記載のとおりの内

容です。

取得の金額は、車両本体価格１,４１０万

１,５００円に北海道市町村備荒資金組合が

設定する利率で計算された利子分を加算した

額で、償還年数は７年、半年賦元金均等払い

で、借入利率は０.７％、利子総額は３４万

９,７１４円の見込みです。

取得の方法は、指名競争入札で、指名業者

は、株式会社日本除雪機製作所と北海道川重

建機株式会社北見支店の２者です。

落札業者は北海道川重建機株式会社北見支

店で、ちなみに、落札率は９７.４％であり

ます。

取得の相手方は、札幌市中央区北４条西６

丁目、北海道自治会館内、北海道市町村備荒

資金組合組合長寺島光一郎です。

譲渡決定年月日、組合指定日。

納入期限は平成２３年１１月３０日です。

以上、説明しましたので、よろしくお願い

いたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第３６号動産の取得につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第６ 議案第３７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第６ 議案第３

７号工事請負契約の締結についてを議題とし

ます。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の５

ページをお開きください。

議案第３７号工事請負契約の締結について

を御説明申し上げます。

次のとおり、工事請負契約を締結するもの

とする。

詳細は参考資料で御説明しますので、参考

資料の２ページをお開きください。

資料２、議案第３７号関係。

駒生川関連第７号橋橋梁下部建設工事であ

ります。

北海道が施工されております美幌川広域河

川改修工事、駒生川地区１.７キロメートル

区間において町道橋梁等のかけかえを、河川

の補償工事として第７号橋のかけかえ、下部

建設を行うものです。

工事の場所は、美幌町字稲美、国道２４０

号線から町道１０号道路、こうりん前とＪＡ

びほろタマネギ集荷場の間です。

工事の概要は、橋長２４メートル、車道幅

員７.５メートル、歩道幅員２メートル。橋

梁下部工として、橋台２基、鋼管杭など、記

載のとおりの内容です。

入札年月日は平成２３年６月２日。

指名業者は、ダイイチ・安全特定建設工事

共同企業体ほか、記載の４共同企業体です。

契約金額は８,７６７万５,０００円。ちな

みに、落札率は９４.７％です。

契約の相手方は、宮田・聖太特定建設工事

共同企業体、代表者、網走郡美幌町字仲町２

丁目９６番地、株式会社宮田建設、代表取締

役、宮田博行。

契約保証金は、免除。

契約年月日は、議決後、本契約による。

工期は、本契約後１８０日とします。本日

議決いただき、契約したとしますと、１８０

日は、平成２３年１２月１９日となります。

以上、御説明いたしましたので、よろしく

お願いいたします。
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○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第３７号工事請負契約の締

結についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第７ 議案第３８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第７ 議案第３

８号美幌町職員定数条例の一部を改正する条

例制定についてを議題といたします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 議案の６ページ

をお開きいただきたいと思います。

議案第３８号美幌町職員定数条例の一部を

改正する条例制定について御説明申し上げま

す。

美幌町職員定数条例の一部を改正する条例

を次のように制定するということで、記以下

につきましては参考資料のほうで御説明申し

上げますので、参考資料の３ページをお開き

いただきたいと思います。

まず、改正の目的でございますが、病院事

業におきまして、診療科目の増設等に伴う医

師の増員及び医療技術者並びに看護師の増員

により、医療体制の充実を図るため改正を行

うものでございます。

改正の内容でございますが、第２条に規定

しております職員の定数でございますが、今

回改正いたしますのは、(1)の町長の補助機

関たる職員の欄で、カの欄で、病院事業の職

員数８２人から、今後、医師３名、医療技術

者２名、看護師４名の増員を予定し、９１人

にいたそうとするものでございます。

なお、今回の改正で、職員全体の定数につ

きましては、２７６人から９人増員しまして

２８５人となるものであります。

根拠法令につきましては、地方自治法でご

ざいます。

施行日につきましては、平成２３年７月１

日からでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

１２番吉住博幸さん。

○１２番（吉住博幸君） １点ほどお尋ね申

し上げます。

先ほど、医師数という意味では３名という

御説明でした。これに関連して、例えば施設

のお話をさせてください。例えば医務局、医

局と言うのでしょうか、あそこにおけるキャ

パ、くだらない言い方ですけれども、医局の

スペースというか、いすにしても机にして

も、どのような状況なのか。どういう思い

で、この３名、私は、人数に不満があるとい

う意味ではなくて、そういう施設の、やっぱ

り相まってなければいけないだろうという思

いがあるものですから、できる範囲内で御説

明いただきたい。

○議長（古舘繁夫君） 病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 吉住議員の質

問にお答えしたいと思います。

医局の、今現在のキャパについては、１

ブースあいている状況にあります。したがい

まして、医師３名増員を図るということにな

れば、ブースが足りないという状況がありま

す。このために、３階に２会議室ありますの

で、そちらを改修するなりして対処できるか

なというのが現状であります。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） １２番吉住博幸さ

ん。

○１２番（吉住博幸君） そういう観点から

見れば、私は、例えばお医者さんがまだ、３



－ 88 －

名が、現実として、手ごたえとして、言える

部分と言えない部分はあるでしょうけれど

も、でも、そういう医局におけるスペースに

しても、あらかじめ用意しておくべきものだ

と思うのですよ。来てから対応をとるといっ

ても、その間、ある意味では不自由をかける

と、そういう思いがあるものですから、そこ

ら辺の調整というのは、病院の設置者と言っ

たらいいのかな、含めて、どのような協議を

されているのか、許せる範囲内でお答え願い

たい。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） これは定数条例です

ので、これの内数ということで考えておりま

すけれども、一度に３名の先生がどっと、同

じ日付で来るということではなくて、今の先

生方の年齢構成も考えまして、退職間近な先

生もおられるということで、その補充も含め

て３名ということで、今回、定数の枠を設け

させていただくということであります。でき

れば一度に３名の先生が来ていただければい

いのですけれども、なかなかそういう状況も

ありませんけれども、いずれにしろ、何らか

の工夫をして、先生方に十分働いていただけ

るような、そんなことを考えて、施設面でも

考えていきたいと、そんなふうに思っており

ます。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 今、御提案ありまし

た、医師３名、医療技術者２名、看護師４名

ということで、町立病院の機能が高められる

ということについては大いに賛成でありま

す。医師が現在８名ということになったこと

についても、町民は安堵しておりますし、現

在の医師自体が過酷な勤務から解放されると

いうことで、大変な朗報というふうに思って

おりますので、さらに勤務条件がよくなると

いうことについては大いに賛成であります。

そこで、ただいまの提案は、ややあっさり

し過ぎているのではないかというふうに思い

ますので、さらに、どういう内容を目指して

おられるのかという部分、医師についても、

それぞれ専門がおありでしょうし、どういう

分野、あるいは、看護師につきましても、現

在１０対１の看護を行っている関係上、多

分、すべてのベッドが満杯になったときに

は、看護師さんは１０対１看護では足りない

という状況になっていると思います。それ

で、今回増員の４名の看護師さんが、仮に満

度に充足された場合に、入院の受付ベッドが

ふえるというようなことをも意味するのかど

うか、これらも含めて、ぜひ御説明いただけ

ればありがたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 大江議員の質

問にお答えしたいと思います。

まず、医師の確保につきましては、眼科に

ついては、今、出張医対応になっております

ので、基本的に眼科の常勤化を目指したいと

いうところが１点であります。

次に、現在の外科の受診状況を考えます

と、整形分野の患者さんが多いという傾向に

あります。したがいまして、整形外科医も常

勤で勤務を目指したいという考えでありま

す。

また、町長から今御説明がありましたよう

に、内科、あるいは外科の先生が、直近では

退職に至るというようなことになります。し

たがいまして、総合診療医といいますか、外

科でも内科でも、いろんな分野で診療してい

ただけるという先生を確保したいという考え

があります。

次に、看護師さんの１０対１看護の関係で

あります。１０対１看護の基準といたしまし

ては、平均入院在院日数が２１日という縛り

になってございます。これについては、現在

１５日程度になっておりますので、クリアで

きるという状況にあります。

次に、夜勤時間が７２時間以内という縛り

があります。しかしながら、現在の人員でい

けば、夜勤時間が５月で７６時間ぐらいに

なっています。したがって、それが３カ月続

きますと、入院基本料１０対１から１３対１

に引き下げになるということで、いわゆる収
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益については年間３,０００万円ほどの減収

になりますので、これを防止するために増員

を図りたいという基本的な考えがあります。

それと、人数がふえたことによって、現在

想定しているのは、入院患者数８０名で想定

しております。したがって、４名増員するこ

とによって８５名まで入院患者の状況が保た

れるということになりますので、そういうこ

とも含めて、今、４名を増員したいという考

えでありますので、御理解をいただきたいと

思います。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 病院経営は、当美幌

町にとっても大変気になる話でありますが、

先日、お医者さんを含む交流会の席上、全道

でも経営内容は非常にいい病院だということ

で、医師自身が大変胸を張って、大変明るい

表情でおられたということは、私どもにとっ

ても大変心強いものであります。それで、看

護師４名増員になることによって１０対１看

護が確保されるのと、あわせて、入院のベッ

ド数をさらにふやすことができるということ

で、経営にとって大変プラスの側面を持って

いるので、この点についても当然歓迎したい

というふうに、御説明を聞いてわかりまし

た。

最後にしたいと思いますが、現在８名のお

医者さんは、３名は、このほぼ１年ぐらいの

間に増員となりまして、全道の医療関係者、

自治体病院関係者から見れば、奇跡に近いの

ではないかと、そういう評価をいただいてお

りますが、３名というのは、また思い切って

踏み込んだ話であります。当面の医師確保の

見通しはいかがでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 先ほど事務長が説明

しましたように、眼科が出張医対応と、あ

と、整形の先生がおられないということで、

科目でまだ充足できていないところもあると

思いますけれども、前からいろんな場面でお

話しさせていただいていますように、やはり

この町の医療の中で中核となる国保病院で、

人工透析をやっておりますし、救急告示もし

ております。また、ベッド数も持っておりま

すので、この三つを何とか守りたいという思

いで、先生方の確保に今日まで努力してきた

わけであります。今後においても、いろんな

財政的な制約はあるにしろ、やはりこの町の

医療を守るということをしっかりやっていき

たいと。そのためには、やはり先生方の確保

は必要だということでありますので、先ほど

吉住議員の質問にもお答えしましたけれど

も、一度に３人というのはなかなか難しいと

思いますけれども、この厳しいお医者さん確

保の中で、この町に来ていただいたと。もち

ろん事務方の努力もありますし、先生方の地

域医療に対する志もあって私どもの町に来て

いただいたということでありますので、先生

方にとっても、いい環境で医療に当たってい

ただきたいし、町民の皆さんにも安心してい

ただくというためにも、やはり医師の確保、

３名ということで、ぜひ目指していきたい

と、そんなふうに思っております。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

すか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） これで、質疑を終わ

ります。

これから、議案第３８号美幌町職員定数条

例の一部を改正する条例制定についてを採決

します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第８ 議案第３９号

○議長（古舘繁夫君） 日程第８ 議案第３

９号美幌町長等の給与等に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題といたし

ます。
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直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 議案の７ページ

をお開きいただきたいと思います。

議案第３９号美幌町長等の給与等に関する

条例の一部を改正する条例制定について御説

明申し上げます。

美幌町長等の給与等に関する条例の一部を

改正する条例を、次のように制定しようとす

るということで、記以下につきましては参考

資料のほうで御説明申し上げますので、参考

資料の４ページをお開きいただきたいと思い

ます。

まず、改正の目的でございますが、健全な

財政運営及び行政改革の推進を図るため、特

別職の平成２３年７月分から平成２７年４月

分までの給料の一部抑制措置を講じ、町長に

おいては１５％を、副町長においては８％を

それぞれ減額するものでございます。

改正内容でございますが、条例附則におい

て、町長が月額８８万円から１５％を減じま

して７４万８,０００円に、副町長が月額７

１万円から８％減じまして６５万３,２００

円にしようとするものでございます。

２の適用期間につきましては、平成２３年

７月分から平成２７年４月分まででございま

す。ただし、適用期間中に退任した場合の退

任日における給料月額につきましては、減額

前の額にするということで、これは、減額期

間中に退任された場合、条例本則に規定する

月額給料になるというものでございます。

施行日につきましては、平成２３年７月１

日からでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

７番上杉晃央さん。

○７番（上杉晃央君） 今回の報酬の改定に

ついての説明は、平成２１年１２月２２日、

特別職報酬等審議会の答申に基づいて、２２

年２月１日の臨時会に、今回と同額の提案

が、本則で減額するという条例の改正案が提

案されたところでございますけれども、議会

でその条例案が否決になったという経過がご

ざいます。今回の提案については、本則では

なく、附則において７月から任期満了のその

期間中に限って減額するという内容でござい

ますけれども、前回と異なる提案であります

ので、変えた考え方についての理由を御説明

いただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 前回は、議員さんも

私どもも、そして非常勤の特別職も、全体で

報酬等審議会で審議していただいた結果でと

いうことで提案させていただきましたけれど

も、今回はそれと違って、附則で、我々の任

期期間中ということで、これは、行政改革の

推進を、我々特別職、率先垂範して、やはり

範を示していくべきだという思いで今回提案

させていただきました。

それで、もちろんこのことについては、議

会の特別委員会の報告の中でも、こういった

率先して、みずから減額する分については拒

まないといいますか、そういう報告も受けて

おりますので、それに沿った形で今回提案さ

せていただいたということであります。本則

の中で言うかどうかはまた、報酬等審議会の

中でどういう、諮問するかどうかも含めて今

後検討していきたいと思いますけれども、今

回は、引き続きという措置の中で提案をさせ

ていただいているということであります。

○議長（古舘繁夫君） ７番上杉晃央さん。

○７番（上杉晃央君） 答申を尊重すれば、

私は、やはり本則で減額するというのが筋で

はないのかなと。今の町長答弁では、今後、

答申をするかどうかも含めてということです

けれども、答申を尊重して、時期を見計らっ

て、本則に入れた改正をする考え方はあるか

について、もう一度、町長の考え方をお尋ね

したいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 報酬審議会に諮っ

て、答申いただいて、その結果で、私、議会
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に提案させていただきましたけれども、これ

は一つの議会の結論が出ているわけですか

ら、それはそれでやはり尊重しながら、今後

どうするかについては、また、我々としては

考えていきたいと。本則にうたうということ

は、もう、一回決着のついている話だという

ことで御理解をいただきたいと、そのように

思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） １点だけ、答申との

関係で整理をしたほうがいいのではないかな

という思いで質問をいたします。

昨年、たしか２月１日の本則改正の際に

は、そのための諮問を行って答申をいただき

ましたので、その限りにおいては、その当時

の答申を根拠として、評価は別にしまして、

生きていたものだと。昨年２月段階では答申

は生きていたが、その議案が否決された時点

で、答申は消滅したものと私は思っておりま

す。したがって、今回、あたかもその答申が

生きているにもかかわらず、その答申を尊重

しないのかというふうに町民からとられるお

それがあるので、その部分については、その

答申は既に議案が消滅したことによって消滅

したものという判断を私はするのであります

が、そこの関連を明確にしていただいて、答

申は背後にはないと。したがって、当時の議

会の意思を受けて、及び、それ以降の議会が

設定した調査特別委員会のその方向を十分勘

案した上での今回の提案であるというふうに

受けとめているのですが、そのことについ

て、あえてお尋ねをしたいというふうに思い

ます。

○議長（古舘繁夫君） 町長。

○町長（土谷耕治君） ただいま、上杉議員

への答弁もしたように、２月に答申の結果で

私は提案させていただいて、議会の正当な議

決の中で、それについては否決されたという

ことで、これはもう結論が出ている話ですか

ら、それはそれとして、今回は、私どもは、

前期と同じように引き続いて行革の先頭に立

つと、そんな志のもとに、今回、附則で減額

をさせていただくと。今後どうするかについ

ては、それはまた状況を踏まえて、私が報酬

等審議会に諮問をして答申するかどうかは今

後の判断になってくるということでございま

すので、御理解をいただきたいと、そのよう

に思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第３９号美幌町長等の給与

等に関する条例の一部を改正する条例制定に

ついてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第９ 議案第４０号

○議長（古舘繁夫君） 日程第９ 議案第４

０号美幌町教育委員会教育長の給与及び勤務

時間等に関する条例の一部を改正する条例制

定についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 議案の８ページ

をお開きいただきたいと思います。

議案第４０号美幌町教育委員会教育長の給

与及び勤務時間等に関する条例の一部を改正

する条例制定について御説明申し上げます。

美幌町教育委員会教育長の給与及び勤務時

間等に関する条例の一部を改正する条例を次

のように制定するということで、記以下につ

きましては参考資料のほうで御説明申し上げ

ますので、先ほど御説明しました参考資料の

４ページをお開きいただきたいと思います。
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議案第３９号の美幌町長等の給与等に関す

る条例の一部を改正する条例制定のところで

御説明申し上げました内容と同様に、教育長

の給料月額６１万５,０００円から８％を減

額しまして、５６万５,８００円にしようと

するものでございます。

適用期間につきましても、同様に、平成２

３年７月分から平成２７年４月分までで、た

だし書きの、適用期間中に退任した場合の取

り扱いにつきましても同様とするものでござ

います。

施行日につきましては、７月１日からとい

うことでございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４０号美幌町教育委員会

教育長の給与及び勤務時間等に関する条例の

一部を改正する条例制定についてを採決しま

す。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１０ 議案第４１号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１０ 議案第

４１号美幌町税条例の一部を改正する条例制

定についてを議題といたします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 議案の９ページ

をお開きいただきたいと思います。

議案第４１号美幌町税条例の一部を改正す

る条例制定について御説明申し上げます。

美幌町税条例の一部を改正する条例を次の

ように制定しようとするということで、記以

下につきましては参考資料の５ページで御説

明申し上げますので、お開きいただきたいと

思います。

改正目的でございますが、地方税法等の改

正に伴い、所要の税条例の改正を行うもので

ございます。

改正の内容でございますが、まず、１番目

の、国民健康保険税関係でありますが、第１

４８条及び第１５５条の国民健康保険税の課

税限度額の引き上げでございます。

国民健康保険税につきましては、医療分、

介護分、後期高齢者支援分の３区分となって

おりまして、それぞれ限度額が定められてお

りますが、今回の改正におきまして、医療分

の限度額が５０万円から１万円引き上げられ

まして５１万円に、後期高齢者支援分も１３

万円から１万円引き上げられまして１４万円

に、介護分につきましては、限度額１０万円

から２万円引き上げられまして１２万円とな

りまして、合計７３万円から４万円引き上げ

になりまして、７７万円となるものでござい

ます。

この規定に係る施行日につきましては、平

成２３年４月１日からでございます。

次に、２の町民税関係でございます。

１点目は、附則第４２条で、本年３月１１

日に発生いたしました東日本大震災によりま

して、住宅や家財等について生じた損失額を

平成２２年分の所得金額等から雑損控除とし

て控除し、平成２３年の町民税から適用を受

けることができるものでありまして、繰り越

しの可能期間も５年となったものでございま

す。この規定に係る施行日につきましては、

公布の日からでございます。

２点目でございますが、附則第４３条によ

りまして、住宅借入金等特別控除、いわゆる

住宅ローン控除の適用を受けていた住宅が、

大震災によりまして滅失しても、控除対象期

間の残存期間について継続適用できることと

なるものでございます。この規定に係る施行



－ 93 －

日につきましては、平成２４年１月１日から

でございます。

次に、固定資産税及び都市計画税関係でご

ざいますが、附則第４４条としまして、ま

ず、土地の関係でございます。大震災により

災害を受けまして、滅失または破損した住宅

の敷地の用に供されていた土地を、被災後１

０年間にわたって当該土地を住宅用地として

みなして、住宅用地の価格の特例、これは、

評価額について、小規模住宅用地については

６分の１、一般住宅用地については３分の１

に軽減される特例でございますが、これを１

０年間住宅があるものとみなして、この特例

の適用を生かすものであります。また、被災

住宅用地の所有者等が当該被災住宅用地にか

わる土地を平成３３年３月３１日までの間に

代替地として取得した場合には、代替土地の

うち被災住宅用地に相当する分につきまして

は、取得後３年間について住宅用地とみなし

て住宅用地の価格の特例が適用され軽減され

るものでございます。

次に、家屋関係でございますが、大震災に

より滅失、破損した家屋の所有者等が、被災

家屋にかわる家屋を平成３３年３月３１日ま

での間に取得し、または改築した場合は、代

替家屋に係る税額のうち被災家屋の床面積相

当分について、４年間について２分の１に、

その後２年間につきましては３分の１に軽減

されるものでございます。

次に、償却資産関係でございますが、大震

災により滅失、損失した償却資産の所有者等

が、当該償却資産にかわる償却資産を平成２

８年３月３１日までの間にその被災地域にお

いて取得し、または改良した場合について

は、課税標準を４年間２分の１に軽減される

ものでございます。これらの特例措置により

ます軽減措置についての適用を受ける場合の

申告手続に関する規定について制定するもの

でございます。

なお、この特例措置の適用につきまして

は、現段階で本町の対象者はございません。

この規定の施行日につきましては、公布の日

からでございます。根拠法令につきまして

は、地方税法でございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４１号美幌町税条例の一

部を改正する条例制定についてを採決しま

す。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

暫時休憩をいたします。議場の時計で２時

２０分までといたします。

午後 ２時０７分 休憩

────────────────

午後 ２時２０分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１１ 議案第４２号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１１ 議案第

４２号平成２３年度美幌町一般会計補正予算

（第４号）についてを議題といたします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 議案の１３ペー

ジになります。

議案第４２号平成２３年度美幌町一般会計

補正予算（第４号）について御説明申し上げ

ます。

平成２３年度美幌町の一般会計補正予算

（第４号）は、次に定めるところによる。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ６,４７１万７,０００円を追加し、歳
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入歳出それぞれ１０５億３,１８８万９,００

０円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で説

明申し上げます。

地方債の補正。

第２条、地方債の変更につきましては、第

２表地方債の補正で御説明申し上げます。

それでは、１６ページをお開きいただきた

いと思います。

第２表、地方債の補正でございます。

上段に書いてあります起債の目的の、持続

的農業・農村づくり促進特別対策事業、限度

額、１,２１０万円と、その下の、食料供給

基盤強化特別対策事業、限度額１,２１０万

円で、同額でございます。これにつきまして

は、豊高地区の道営担い手畑総事業、それか

ら、美禽地区の経営体育成基盤整備事業、田

中地区の戸別所得補償実施円滑化基盤整備事

業で実施します、暗渠、土壌改良に係るパ

ワーアップ分でございますが、平成２３年度

から平成２７年度まで新パワーアップ事業と

して制度改正が行われ開始されることにな

り、名称も食料供給基盤強化特別対策事業に

変わりましたので、今回変更するものでござ

います。

なお、本年度の地方債の借入総額７億４,

０９０万円には変更ございません。

次に、２３ページをお開きいただきたいと

思います。

歳出でございます。

まず、一番上の一般事務費の増、補助金、

美幌自衛隊女性協力会４０周年記念事業補助

金１０万円でございますが、これは、美幌町

自衛隊女性協力会が４０周年を迎えるに当た

り、記念誌の発行に対しまして２分の１を補

助するものでございます。

その下の、一般事務費の増、積立金３万

５,０００円の増につきましては、本年の４

月１１日から５月２０日までの間で５名の方

からいただきました、ふるさと納税制度によ

ります寄附金を、ふるさとづくり寄附金に積

み立てするものでございます。

次の、生活バス路線維持事業費の増、負担

金、地域公共交通活性化・再生総合事業負担

金８５７万５,０００円の増でございます

が、これは、平成２０年度から地域公共交通

活性化協議会を立ち上げまして、国交省の助

成をいただき、本町の公共交通のあり方と効

率化を図るため実証運行を行っているもので

ございまして、今年度は美幌高校の統合に伴

う登下校の路線を加えたワンコインバスの実

証を１０月から６カ月間実施するものと、農

村地区の乗り合いタクシーを１０月から２カ

月間実証運行する部分の経費と、さらに、そ

の実証運行に伴う分析業務の委託、さらに

は、パンフレット等の事務費について協議会

へ支出するものでございます。

その下の、住民活動推進事業費の増、庁用

備品、これにつきましては、南町集会室の石

油ストーブの老朽化に伴いまして更新するも

ので、１４万円を増額させていただくもので

ございます。

その下の、防災活動推進事業費の増、消耗

品費９４万５,０００円でございますが、こ

れは、本年３月１１日に発生しました東日本

大震災に伴い、本町で保有しておりました災

害用毛布２００枚を被災地の支援物資として

提供いたしましたので、その分を補充するも

のでございます。

次の欄の、施設維持管理事業費の増、修繕

料１２２万３,０００円でございます。これ

につきましては、コミュニティセンター大集

会室の水銀灯の安定器が、経年劣化によりま

して破損し、天井から落下するなどの症状が

起きましたので、安定器４０個を交換するも

のでございます。

一番下の欄の一般事務費の増、補助金、介

護基盤緊急整備特別対策事業補助金４,１８

１万２,０００円の増でございます。これに

つきましては、北見市の有限会社ラポートケ

アが本町の鳥里２丁目５番地、これは鳥里南

公園の北側になりますが、そこに１８床の認

知症対応型のグループホームを開設すること

になりまして、道からのトンネル補助金とし
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て補正をいたすものでございます。

次に、２５ページをお開きいただきたいと

思います。

一番上でございますが、季節保育所運営事

業費の増、修繕料１４万９,０００円の増額

でございますが、これにつきましては、仲町

の中央保育所の排煙窓開閉操作ボックスが経

年劣化により故障となりましたので、修繕す

るものでございます。

次の欄の、４、優良農作物確保等対策事業

費の増、補助金、ヘプタクロル残留対策事業

補助金１０万８,０００円の増でございます

が、これは、カボチャの農薬残留分析を実施

する経費の２分の１についてＪＡに対し助成

するもので、今年度は２９件分を予定してご

ざいます。

次の、みらい農業センター費の増、人夫賃

等２７万６,０００円の増でございますが、

これは、本年度の緊急雇用創出推進事業によ

りまして、農作業における労働力不足解消に

ついて、試験的に、みらい農業センターでサ

ヤインゲンの収穫作業を通して障害者の雇用

機会の創出を図るため、障害者の支援、指導

等を行う方１名を７月から４６日間雇用する

ための賃金でございます。

その下の、７、戸別所得補償制度推進事業

費、補助金、戸別所得補償制度推進事業費補

助金２９９万９,０００円の増でございます

が、これは、本年度から本格化される戸別所

得補償制度を円滑に推進するため、美幌町農

業再生協議会が立ち上がり、それに対して交

付事務に係るシステムのリースと、研修と、

あるいは事務の経費に対する補助金でござい

ます。

次の欄の、２の、林業推進事業費の増、補

助金、間伐材安定供給コスト支援事業補助金

３５１万円の増でございますが、これにつき

ましては、峠の湯のチップボイラーの導入に

伴いまして、チップ供給コスト支援のため、

加工業者であります森林組合と間伐材等安定

取引協定に基づき取引を行うことにより、伐

採、搬出、運搬等のコスト削減のために２年

間助成されるものでございまして、チップ材

に対して、１年目は１立方メートル当たり

３,０００円、２年目は１,５００円助成され

るものでございます。

一番下の欄になります、町有林造林事業費

の増、業務等委託料、看板作製委託料１９万

円の増につきましては、企業の社会環境貢献

活動として森づくりに参加していただきまし

た、ニッテンスズランの森の造林が完成した

ことに伴い、看板を設置するものでございま

す。

その下の、自動車等借上料４８万３,００

０円の増でございますが、これは、先進林業

機械導入オペレーター養成促進緊急対策事業

により、オペレーター養成研修を受けた臨時

職員が実際に作業路の開設を行う場合、オペ

レーターの技能向上を目的に助成されるもの

で、グラップル機能とバケット機能を持った

もので、伐根、床堀の両方の作業ができる重

機を借り上げまして、５００メートルの作業

道を開設するための機械の借上料に対する経

費でございます。

次に、２７ページをお開きいただきたいと

思います。

一番上の、広域事務組合負担事業費の増、

負担金、美幌・津別広域事務組合負担金８８

万４,０００円につきましては、消防職員の

退職に伴い、新規採用職員に係る消防学校へ

の研修及び制服等の貸与品に要する経費の負

担分でございます。

次の欄の、学校管理事業費の増、社会保険

料等４万７,０００円と嘱託職員賃金２５万

７,０００円、一つ飛びまして、中学校費の

学校管理事業費の減、社会保険料等４万８,

０００円の減と、その下の嘱託職員賃金２９

万３,０００円の減についてでございます

が、これにつきましては、学校技能員の配置

がえに伴いまして、世帯構成に伴う寒冷地手

当及び通勤手当の変更により、小学校費と中

学校費の予算の組みかえを行うものでござい

ます。

小学校費のほうにお戻りいただきまして、
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一番下の、償還金利子及び割引料の２８１万

４,０００円の増でございます。これにつき

ましては、平成２１年の地域活性化・経済危

機対策臨時交付金により、１５人乗りのス

クールバスを導入したわけでございますが、

昨年の１２月３日に発生しました交通事故に

より廃車することとなりまして、処分するに

当たり、残存価格に係る補助金を返還するも

のでございます。

次に、図書館費の活動促進事業費の増、消

耗品費でございます。本年３月９日に、美幌

町字報徳にお住まいの大屋委代様から、図書

館を利用させてもらっているお礼にと１万円

を、もう一方、５月２１日に美幌仏教振興会

会長岡元一実様から、花祭り仏教文庫の充実

のためにと５万円の御寄附をいただきました

ので、図書を購入するものでございます。

一番下の、屋内体育施設維持管理事業費の

増、修繕料４５万１,０００円の増額でござ

いますが、これは、Ｂ＆Ｇの海洋センターの

給湯ボイラー、サーモスタットの故障に伴う

修繕でございます。

次に、２１ページにお戻りいただきたいと

思います。

歳入でございます。

一番上の、介護基盤緊急整備特別対策事業

補助金４,１８１万２,０００円につきまして

は、北見市の有限会社ラポートケアが建設し

ますグループホームに対するトンネル補助金

でございます。

その下の、ヘプタクロル残留対策事業補助

金１０万８,０００円につきましては、カボ

チャの残留農薬検査に対する補助でございま

す。

その下の、緊急雇用創出推進事業補助金２

７万６,０００円につきましては、みらい農

業センターで障害者の雇用創出に係る指導者

への賃金に対する補助金でございます。

その下の、戸別所得補償制度推進事業費補

助金２９９万９,０００円につきましては、

戸別所得補償制度の交付に係る事務経費の補

助金でございます。

その下の、食料供給基盤強化特別対策事業

補助金１,９７２万円の増と、地方債の起債

のところで申し上げました新パワーアップ事

業として制度改正されたことによりまして、

このページの下から２段目の真ん中にありま

す、持続的農業・農村づくり促進特別対策事

業推進交付金の減、１,９７２万５,０００

円、これの予算の組みかえでございます。

その下の、ふるさと寄附金の増は、４月１

１日から５月２０日までにいただきました５

名の方からの寄附金でございます。

その下の、図書費の寄附金の増５万円につ

きましては、５月２１日に仏教振興会からい

ただきました寄附金でございます。

次の、財政調整基金繰入金の増、１,７２

６万７,０００円の増額につきましては、今

回の補正に係る財源調整を財政調整基金に求

めるものでございまして、年度末におけます

残高につきましては、今回の補正を含め、６

億４,０２１万円となる見込みでございま

す。

その下の、未来への森林づくり基金繰入金

の増、５６万５,０００円でございますが、

これは、企業の森づくりのため、日甜さんよ

りいただいておりました寄附金について、

ニッテンスズランの森として造林が完了した

ことに伴い、その造林経費及び看板設置に係

る財源として、基金より繰り入れするもので

ございます。

その下の、公有物件災害等共済金の増、１

０６万７,０００円の増でございますが、こ

れは、先ほどのスクールバスの交通事故に伴

います相手方からの損害賠償金でございま

す。

一つ飛びまして、先進林業機械導入事業助

成金５４万３,０００円につきましては、先

進林業機械導入オペレーター養成促進緊急対

策事業に係る林地の作業道開設に伴う機械の

借上料及び燃料費に係る助成金でございま

す。

一番下の、町債につきましては、地方債の

ところで御説明申し上げましたので、説明は
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省略させていただきます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

１２番吉住博幸さん。

○１２番（吉住博幸君） ページ数で申し上

げます。２５ページ、みらい農業センター費

の増で、人夫賃、私の聞き方が間違ったら、

遠慮なく御指摘ください、障害者の雇用云々

絡みで、指導員というような受けとめ方をし

たものですから、もしそうであれば、この一

定期間過ぎた後に、そういう方々の、後の話

はどうなるのだという趣旨のことをお聞きし

たいなと。４６日過ぎて、その後の対応はど

うするのだという意味ですよ。聞き違いであ

れば、遠慮なく言ってください。

それから、もう１点、林業推進事業費、間

伐材安定供給という言葉は、何となくわかる

ような、わからないようなところで、お聞か

せ願いたいのですが、実は、峠の湯の、チッ

プを使うという意味内容の絡みで言えば、あ

そこでお湯をわかす、暖房に使う等を含めた

場合の、もろもろ入れたときの試算は、過去

にいろいろ聞いています。だけれども、これ

を森林組合に出すとすれば、もとの話と

ちょっとニュアンスが違うかなという印象を

受けたものですから、そこら辺の絡みをわか

りやすく教えていただければありがたいかな

という思いで、この２点、お教え願えないで

しょうか。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） １点目の、みら

い農業センターの人夫賃等ということで今回

補正をいただくもので、先ほど総務部長のほ

うから説明させていただきましたけれども、

障害者の方々に、今、サヤインゲンを試験的

にやっていただいております。それの日数

が、一応、約４６日で見ております。ですか

ら、今回につきましては、計算でございます

けれども、指導ということで、普通の人夫賃

でございますけれども、１日６,０００円で

見て、その期間分、ことし４６日、延べで収

穫を見ておりますので、その期間について、

１人の人工、指導という形でついていただく

方を緊急雇用で雇い入れるということであり

ます。

その後どうするかということでございます

けれども、ことしの期間としてはそれで終わ

るということですので、その日程と合ってい

るということで御理解いただきたいというふ

うに思います。

それから、もう１点、間伐材安定供給コス

ト支援事業補助金ということでございますけ

れども、これは、もともと森林整備加速化・

林業再生事業ということで、具体的には、峠

の湯にチップボイラーを入れた補助金でござ

います。その補助金のメニューの中に、地元

の間伐材を使った場合に、先ほど説明させて

いただきましたけれども、２年間の補助で、

例えば今年度であれば、立米当たり３,００

０円補助が出るということでございます。実

際には、森林組合のほうに助成をして、峠の

湯が森林組合からチップを買うということ

で、結果的には、峠の湯のチップの購入代金

が安くなるということになります、結果的に

はですね。これは、そういう支援制度も使わ

なければ、別にそれはそれでいいのでしょう

けれども、今までの峠の湯のボイラーを設置

する流れの中で、本来ならば、今回大震災の

ことがあったりして、いろいろ、使える期間

が先延びというか、本来であれば、４月１日

には新しいシステムが完全に稼働して、試験

も全部終わるという形だったのですが、現実

的にはちょっとおくれて、今委託している委

託業者のほうが、重油等を使っております。

そういうこともあって、少しでもこういう制

度で全額支援していただけるのであれば、言

うならば、おくれた分、試験で東京美装さん

が持ち出した重油分の補てんも兼ねるという

こともあって、この制度で支援をしたいとい

うことであります。ですから、チップを少し

でも軽減というか、安く提供できるというこ

とであればということだったので、この制度
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で購入補助をするということであります。

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） １２番吉住博幸さ

ん。

○１２番（吉住博幸君） みらい農業セン

ター、ことしの分という意味では十分理解で

きます。私が申し上げたいのは、さらに突っ

込んで、例えば来年にしても、こういうサヤ

インゲンというのをつくっていくだろうと、

そういう形の中で、こればかりではなくて、

全体のこともお聞きしたいのですよ。お金が

当たるからつけるという趣旨で、ちょっと失

礼な言い方になるかもしれませんが、そうで

はなくて、制度的というか、機構上、必要だ

からというのだったら、当たる当たらないに

かかわらず、対応をとるものは、とるべきだ

という思いがあるものですから、ことしの分

という意味では十分理解しましたが、そうす

るならば、鬼に笑われてしまいますが、来年

も含めてどういうお考えを今の段階でお持ち

いただいているのかなというのが、再度、や

めておきますけれども、再度聞きたい。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 申しわけござい

ません、内容が悪くて。来年度以降というこ

との中でいけば、この事業につきましては２

０年度からいろいろ新たな試みとしてやって

いただいております。そういう意味でいけ

ば、２０年度、昨年度からですから、２２年

度から実施させていただいて、ことしは２年

目でございます。当初お話ししていたのは、

補助する、言うならば、アシスタントする人

をつけて、障害者の方が少しでもなれてもら

おうということがもともとの考え方です。で

すから、最終的には、そういう補助する人を

基本的には、少なくなっていきますよと、で

すから、少しでもそういう作業になれてくだ

さいというお話の中で、今回、この事業を

使って、昨年、なかなか、高温ということも

あって、収穫の日数がかなり減って、収穫す

る経験をする期間が短かったと、そういうこ

ともあって、ことしで何とか軌道に乗せて、

言うならば、技能というか、収穫方法をきち

んと修練というか、なれてもらうということ

での部分で、今後につきましては、一応、新

たにふやしていく考えは持っておりません。

以上でございます。

○議長（古舘繁夫君） １２番吉住博幸さ

ん。

○１２番（吉住博幸君） ちょっと印象で申

しわけないのですが、そうであれば、これは

みらい農業という形の使い方ではなくて、む

しろ、隣で別な部長がうなずいていますが、

民生部所管の予算に充てるべきでないかなと

いう印象を持っています。そこら辺の判断、

私は思っているもので、軽く御説明いただけ

ればありがたいかなと思います。

○議長（古舘繁夫君） 民生部長。

○民生部長（馬場博美君） 障害者のみなら

ず、緊急雇用については、できるだけ経済部

の担当のほうで、私たち民生部で活用できる

ものを使っていきたいという考えの中で、特

に今回の場合については、障害者、具体的に

は、ＮＰＯ法人えくぼ福祉会の対応でござい

ます。それで、えくぼ福祉会、我々について

は、民生部の所管としましては、障害福祉計

画の中で、最終的に障害者が就職できると、

就職を目指す方向でできる手段として、そう

いったサヤインゲンとか、今試験的にやって

います、民間のところのデパートに行った

り、いろんなことをやってございます。そう

いう中で、民間の中に就職の機会を設けるべ

く、今、えくぼ福祉会のほうで試みています

ので、それは全体の中で考えていきたいとい

うふうに考えてございます。

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） １２番吉住博幸さ

ん。

○１２番（吉住博幸君） ２点目でありま

す。２点目の２回目、失礼いたしました。

部長、ちょっと表現が、私も今適正な言葉

が思い浮かばないのですが、例えば燃料にし

ても、品質証明、例えばカロリー、チップと

いうのは、間伐材からつくろうが何しよう
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が、見た目は、形状はチップと言ったり、コ

ンポストとか言ったり、いろいろな言葉があ

るのですが、そこら辺の話も、どういう意味

で、チップも含めて燃料という考えで勝手に

しゃべりますが、その燃料の品質管理という

のは、買うほうもチェックが必要だろうと思

うのですね、その形状ばかりではなくて。そ

ういう意味で、ちょっと疑問が、何か同じ形

していても、質のいいのと、俗に言う、

ちょっとだけ足りないということの対応とい

う意味での支出なのか、何か私自身も理解で

きないものがあるもので、私にとって、もう

少しわかりやすい言葉をいただければありが

たいと思うもので、できたらこの２回目でや

めておきたいと思うものですから、よろしく

お願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 今回の部分につ

いては、間伐材の利用促進という国の事業で

ございます。一つは、少しでも地元の間伐材

を使ってもらえれば、たまたまその一つの手

法として、立米当たり３,０００円が出ると

いうことであります。あくまでも行政にかか

わるものということでしたので、今回、チッ

プに関して、立米当たり３,０００円補助が

出るということで、今回予算を組まさせてい

ただきました。

チップの種類の品質のよしあしということ

ではなくて、体積当たり幾らという補助でご

ざいます。実際に、そのボイラーをたく中に

おいて、非常に問題なのは、含水率、議員御

存じだと思いますが、含水率が問題でありま

して、今使っているチップについては、大き

さはいろいろ形状でつくってもらえるのです

けれども、どちらかというと、製紙用のチッ

プを使っているということがあって、実際、

ボイラーのチップで見た場合に、正確に言い

ますと、大体私どもがボイラーに求めている

含水率が５０％ぐらいで見ています。５０％

以下を求めているのですが、実際には５０を

超えてるということがあって、そのことは具

体的にどういうボイラーに影響していくかと

いうと、同じ熱量を出すためには、量をたく

さんたかなければいけないということもござ

います。そういったこともあって、当初予定

しているチップの量を多くたかざるを得ない

ということがありましたので、今回こういう

制度がありましたので、その購入の部分で助

成をしたいということで、購入元の森林組合

のほうに、立米当たり３,０００円の助成を

して軽減したチップを峠の湯に納入してもら

うという考えでございます。

よろしくお願いします。

○議長（古舘繁夫君） １２番吉住博幸君。

○１２番（吉住博幸君） 項目は変えるつも

りはございませんが、先ほどの話と似たよう

な話をちょっとさせてください。

今回、こういう国から云々というお話も含

めて、対応がとれたとしても、峠の湯、今後

も、町長もあの周辺の整備も含めてお考えが

あろうかという中で、あそこが１年後におや

めになるわけではないと思っているのです

よ。今回はこういう考え方でできたとして

も、後日という言い方よりも、来年、再来

年、もっと先という考え方の中の対応という

観点で部長のお言葉をお聞きしたいのです

が、そこら辺のほどをよろしくお願いいたし

ます。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 峠の湯について

は、当然、今回屋根も改修させてもらって、

今後も続けていくことは当然のことでござい

ます。そういった中で、私どもが今、林業の

施策を進めている中で、言うならば、チップ

ボイラーも入れさせていただきました。そう

いった中で、基本的には、今の国の施策の中

で、非常に林業に係るものがいろいろござい

ます。そういう中で、少しでも地元ととして

有利になる補助についてはどんどんかかわっ

ていきたいという考え方がございます。そう

いった中で、ボイラーを入れた初年度とし

て、やはり調整段階で、先ほど言ったよう

に、スタート時期が、本格稼働の部分が

ちょっとおくれたり、それから、チップの含
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水率の問題があったり、そういうことがあっ

て、今の委託業者の部分に迷惑、言うなら

ば、金銭的な部分も含めて迷惑もかかってい

る部分もあるということがありまして、今回

のこういう制度を使って、少しでもそこに入

れて、これからも長く、言うならば、峠の湯

が維持できるように支援していきたいという

ふうに考えての今回の補助金の導入でござい

ますので、あと、今後についてもきちんと

やっていきたいというふうに思っておりま

す。

以上です。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） ２３ページですね。

辺地対策費の生活バス路線事業費ということ

で、現在、美幌高校ができましてということ

で質問をいたします。

今回、この補助金等８５７万５,０００円

の中に、実証実験ということで、秋口に美幌

高校までのバスの実証をするという説明があ

りましたが、このときの実証を予定している

であろう路線だとか取り組みの方法が、現在

わかることがあればお教え願いたい。

それと、関連のことで、現在、春から学生

が美幌高校まで、自転車なり徒歩なり、いろ

んな形で行っていると思うのですけれども、

特に、私も駅前に住んでいるものですから、

駅から行く高校生が相当いますので、現在ど

ういうような対策がとれているのか、どうい

う協議がなされているのかをお教え願いた

い。

それともう一つ、４月に総務部長から多目

的の運行バスの話を専決でやりたいというこ

とで、しゃきっとプラザから年間１７回です

か、美高までの買い物バスを出すということ

をお聞きして、新しい議会になってから説明

を求むということで終わっていましたが、現

在まだ説明を受けていませんので、そのバス

がどのような運行の目的、運行方法なのか、

私は、この生活バス路線の補助費の中に入る

のかななんて思ったものですから、それも重

ねて予算措置についてお聞きしたい。

と同時に、その買い物バスが帰ってくると

きに、学生が乗ってくることができないのか

どうかも含めまして、まず１回目、お願いし

ます。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） まず、今回の新

年度に係るバスの実証運行の計画でございま

すが、今回の実証運行を行う部分につきまし

ては、まず、循環バス、ワンコインバスでご

ざいますが、これは、野崎団地、それから美

芳の一部を路線変更したものを基本として、

高校が今度、上の高校に統合になるというこ

とで、その登下校を含めた循環バスを実証運

行しましょうということでございます。これ

につきましては、昨年のアンケートの中で、

実は下の高校があったときに、ワンコインバ

スを利用されている生徒がいまして、その生

徒に対してアンケートをとったところ、冬に

ついて相当数がワンコインバスを利用したい

という結果から、今年度、高校までの登下校

に向けた実証運行を行ってみようということ

で協議会で決めたものでございます。

それともう１点は、郊外におけるバスでご

ざいますが、現在は福祉バスを運行している

わけでございますが、今年度におきましては

デマンド型ということで、これは予約制であ

りますけれども、郊外地区において、予約に

よる乗り合いタクシーを実証運行しようとい

うことで、こちらのほうは１０月から２カ月

間、それから、ワンコインバスのほうの高校

までの路線を増便した部分につきましては、

１０月から３月までの６カ月間、この部分を

ことし実証運行しようというものでございま

す。

それから、２点目の、自転車の関係で、か

なり駅まであるということで、スクールバス

の関係は、駅前からワンコインを走らせると

いうことでございます。

それともう一つ、現在、高校まで北見バス

さんがスクールバスを運行してございます。
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これは時間帯がずれますので、どういう乗り

方になるかは、生徒さんたちの状況によって

変わると思いますけれども、これも駅から同

じく登下校に対して運行しているものでござ

います。ことしは、北見バスさんと協議した

中で、並行運行しましょうということで実証

運行することになってございます。その結果

を踏まえて今後どうするかということで、ま

た改めて協議した上で決定していきたいとい

う考えのもとでの実証運行でございます。

それから、３点目、多目的バスの関係で、

美農ショップが、高校統合になったというこ

とで、上の高校で美農ショップを開設する

と、下のほうでは、生徒数も少なくなったこ

とから、なかなか、放課後おりてきて対応で

きないということで上でやることになったこ

とに伴いまして、何とか買い物をする方の足

を確保していただけないかという要請を受け

まして、事業計画が年間１８回ということで

ございました。

前、松浦議員が委員長をやられたときに、

既定の予算でやらせていただきたいというこ

とで、専決ではなくて、多目的運行のバスの

予算の中で、既定の予算でやらさせていただ

きたいということでのお話をさせていただい

たところであります。具体的に、もう、２回

実施されておりますが、実は、乗られる方が

少なく、前回は一人も申し込みがなかったと

いうことで、このことについては、高校のほ

うでバスを利用する方の掌握をした上で私ど

ものほうに連絡をいただいて、しゃきっとプ

ラザから、放課後に行われる美農ショップに

対して送迎をするという考え方のもとで走ら

せることにしたものでありますが、現段階で

はまだ一度も走っておりません。これも、今

後どうなるかわかりませんけれども、あくま

でも高校のほうから何人乗るよということで

の取りまとめをいただいた中で、私ども、そ

れで対応していきたいという考えのもとで計

画をしておりますので、よろしくお願いした

いと思います。

○議長（古舘繁夫君） 再質問をする前に、

松浦議員並びに他の皆さんにもお伝え申し上

げます。

一問一答ということになりましたので、先

ほど、松浦議員、何項目かの質疑をされまし

た。松浦議員、例えば、冒頭に三つのことに

ついて尋ねたいということですとか、以上３

点についてお尋ねいたしますとかというふう

に言っていただけると、答弁する側も、１番

目の質疑については丸々、３番目はこうだと

いうふうに、答えるほうも楽でありますか

ら、何項目述べましたというふうに、冒頭

か、最後か、言っていただけると、答弁する

側、また、ほかの議員もわかると思いますの

で御理解ください。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 言わなかったので、

一括だと思いますので、一括でいきます。

○議長（古舘繁夫君） ３項目か４項目…

…。今、部長は２項目を答えたのですよね、

三つでしたか、失礼しました。３項目質疑さ

れたのですよ、項目的に。（発言する者あ

り）

松浦議員、１項目だという解釈にさせてい

ただいて、詳細ちょっと区切りましたけれど

もね。

６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 一括という形で。

まず、関連関連が入りましたのでね。現在

という部分の話の中で、再度説明を確認した

いところがありまして、現在、北見バスも検

討という話も聞いたのですけれども、この実

証実験は阿寒バスさんなのですかね。要する

に、同じく駅からビーボバスも走ります、北

見バスも走ります、実証しますと、この辺が

ちょっとよくわからないかなと。現在、高校

生が北見バスの路線も使っているけれども、

時間等が合わないというような説明もありま

したが、では、実証実験のときには、そのと

きに初めて時間を調整するのかどうかという

部分がちょっとよくわからなかったものです

から、もう一度、現況と今後の予定の中で、

もう一回、ここの部分、説明を願いたいと。
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多目的バスが、今、総務部長からは、予算

内で使うという説明をしたと、過去の話では

なくて、この説明を受けていないものですか

ら、この多目的バスそのものの存在がわから

ないのだということですね。

それと、先ほどの回答には入っていないけ

れども、このバスが走った場合、このバスに

高校生が乗って帰れないのかという回答がな

いものですから、再度お願いします。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） まず一つ目の、

スクールバスの関係でございますが、現在も

北見バスが登下校に対して運行してございま

す。今回、ワンコイン、市内循環バスを高校

までの登下校を含めた路線として実証運行を

あわせて行うということです。したがいまし

て、北見バスも運行しますし、ワンコインバ

スも運行するということでございます。これ

は、美幌駅からスタートするわけでございま

すが、時間帯がずれて運行されるということ

になります。この実証の結果をもとに、今後

どういう方向でスクールバスを運行したらい

いのかということを検証した上で本格稼働す

るという流れで今取り組むところでございま

す。

それから、多目的バスの関係でございます

が、私の説明が悪かったのかどうかわかりま

せんけれども、美農ショップの話でございま

して、美農ショップ、下の大通りに開設して

いたときは、かなりお客さんが入ったという

ことで、高校のほうも、今度、統合によっ

て、なかなか大通りまでおりてこれないとい

うことで、上で開設することになったと。そ

れに伴って、住民の足を何とか確保したいと

いう要望がありまして、それでは、急激に補

正するということでなくて、現在、私ども住

民活動で持っている多目的バス運行の予算を

使った中で運行できないかという中で検討し

た結果、年間１８回の計画でございましたの

で、その中で何とか対応できるのでないだろ

うかということで、総務文教と経済建設常任

委員長に、美農ショップに向かうバスがしゃ

きっとプラザから運行させるということでの

御了解をいただきたいということでの御報告

を申し上げたところでございます。そのとき

に、そういう違った専決ということでのお話

で受けとめられたということについては、私

の言い方が悪かったのかどうかわかりません

けれども、既定予算の多目的バス運行の予算

を使わせていただいて運行させていただきま

すということでのお話をさせていただいたつ

もりでございましたので、よろしくお願いし

ます。

それから、この多目的バスの、美農ショッ

プが開設する段階でバスを運行した後、子供

たちが乗れないのかということでございます

が、これは美農ショップを利用する方のため

のバスということでございますので、そこま

では今の段階では考えておりませんが、まだ

一回も運行しておりませんので、その辺、夏

まではスクールバス、ワンコインでは運行し

ませんので、時間帯が放課後になりますの

で、下校の時間とはちょっと合わないのかな

と思っております。

以上でございます。

○議長（古舘繁夫君） ６番松浦和浩さん。

○６番（松浦和浩君） 最初の、実証実験の

ことについては、何となく理解ができたか

と。ただ、ワンコインバスも路線が長くなる

と動く時間も長くなりますので、当然、乗っ

てから５分後、１０分後に美幌高校に着くわ

けではないのかなと。そうなると、ちょうど

来る列車の時間が相当数厳しいのかなという

のは僕もわかっているのですけれども、そう

なると、このビーボバスの運行のサイクルも

相当厳しくなるので、この実証実験は相当厳

しいかなと。だから、よっぽどな計画でない

と厳しいのかなという実感がありますので、

その辺また、再度、運行方法等が決まりまし

たらまた、いずれか、総務文教厚生常任委員

会等でも説明願いたいと思います。

また、関連の多目的バスの運行につきまし

ては、何となく理解しましたけれども、この

バスを使うのであれば、同じ町内のバスとい
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うことであれば、少しでも多くの人が乗って

もいいのかなと。なれば、買い物客以外の高

校生も乗ることがぜひ検討できないのか、ま

たお願いしたいと。

また、最後になりますけれども、私も美農

ショップの開業時のとき、支援した団体のメ

ンバーなものですから、この美農ショップが

なくなった、また同時に、しゃきっとから買

い物バスを出すということについて、商店街

なり、そういう関連団体との協議が当然終

わっているかどうか、最後、これで終わりま

す。

○議長（古舘繁夫君） 総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） まず、運行方法

の決定ですけれども、具体的には、現在走っ

ている北見バスさんは本当に登下校というこ

とで、汽車の時間帯とちょっと合わない運行

時間帯になっております。それで、ワンコイ

ンのほうは、登下校、右回り、左回りの方法

で、行くときは国道側を通れば時間帯が短く

なるということで、それを区分した中で運行

しようということでは今計画は持っています

けれども、まだ具体的に、１０月からでござ

いますので、そのときに改めてまたどういう

形がいいのか、再度練り直した中で並行運行

したいというふうに考えております。そうい

う時期が決まれば、説明する時期が来るかと

思いますので、そのときは説明させていただ

きたいと思います。

それから、美農ショップの関係でございま

すけれども、これはあくまでも高校のほうか

ら、何とか美農ショップを利用する方の足を

確保していただきたいということで、あくま

でもこれは、高校のほうで乗客を取りまとめ

て私どものほうに連絡をいただいて、それを

しゃきプラから移送という形でございますの

で、関係協議団体という部分では私もちょっ

と掌握していないので、その辺、もしわかれ

ば、教育委員会でわかっていれば、教育長の

ほうからお願いしたいと思います。

確かに、多目的という運行でございますの

で、これは町営バスを使っているわけではご

ざいません。阿寒バスさんに依頼した形で運

行してもらうという流れでやっておりますの

で。

それと、子供たちを同時に乗せるという部

分については、登下校の時間帯に、ちょっと

若干ずれていますので、何人か乗れる方はい

らっしゃるかもしれませんけれども、今の段

階では、そういうことまでは考えていないと

いうのが実態でありますので御理解いただき

たいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 質疑の中で、この生

活バス路線の維持ということで、美農ショッ

プの話題になってきておりましたが、若干ず

れているというか、全然縁がないわけではあ

りませんが、若干かする程度だということで

ありますので、回答はこの辺にさせていただ

き、次に移りたいと思っております。

ほかに質疑ありませんか。

４番柏葉久子さん。

○４番（柏葉久子君） ２３ページの防災活

動推進事業費の増のところの９４万５,００

０円のことのお答えで、東日本大震災のとき

に、支援物資の備蓄用から支援した毛布のこ

とだと思うのですけれども、これは、先ほ

ど、毛布の補充とお答えになりましたけれど

も、補充で何枚補充をなさった金額でしょう

か。それとも、毛布だけではなくて、そのと

きにマスクとタオルも支援していますけれど

も、毛布だけでしたでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 議員、１項目です

ね、その枚数を知りたいと。（「そうです、

１点」と呼ぶ者あり）

総務部長。

○総務部長（浅野俊伸君） 先ほど説明させ

ていただきましたけれども、私ども備蓄して

おりました毛布を２００枚支援物資として送

らさせていただきました。その送った補充と

して２００枚購入するものでありますので、

御理解いただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕
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○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これで、質疑を終わります。

これから、議案第４２号平成２３年度美幌

町一般会計補正予算（第４号）についてを採

決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

暫時休憩をいたします。この会場の時計で

２５分まで。約１０分間、３時２５分まで休

憩いたします。

午後 ３時１５分 休憩

────────────────

午後 ３時２５分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１２ 議案第４３号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１２ 議案第

４３号平成２３年度美幌町国民健康保険特別

会計補正予算（第１号）についてを議題とし

ます。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（馬場博美君） 議案の３１ペー

ジをお開き願います。

議案第４３号平成２３年度美幌町国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）について御

説明申し上げます。

平成２３年度美幌町の国民健康保険特別会

計補正予算（第１号）は、次に定めるもので

ございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１２０万円を追加し、歳入歳出それぞ

れ２８億５,５２３万６,０００円とするもの

でございます。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

４１ページをお開き願います。

３、歳出について御説明申し上げます。

１、一般被保険者保険税還付金の１２０万

円の増につきましては、昨年もありましたけ

れども、遺族の方が年金として受給する生命

保険のうち、相続税の課税対象となった部分

について、所得税の課税対象にはならないと

いうことになりましたので、今回、１８年度

から２２年度までの各年度分について保険税

を還付することになりました。今回の補正に

つきましては、２３年３月にお二人の方が確

定申告され、増額の補正を行うものとするも

のでございます。

以上、歳出については御説明を申し上げま

した。

次に、歳入について御説明申し上げます。

３９ページをお開き願います。

２、歳入について御説明申し上げます。

一番上の国民健康保険基金繰入金１２０万

円の増につきましては、今回の歳出の財源を

基金から繰り入れするものでございます。な

お、基金残高につきましては、２２年度末の

残高３億６,００３万６,０００円に積立金を

入れまして、最終的に、２３年度は基金から

繰り入れすることによりまして、２３年度末

基金残高につきましては２億２,６８６万７,

０００円の予定でございます。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４３号平成２３年度美幌

町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。
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〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１３ 議案第４４号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１３ 議案第

４４号平成２３年度美幌町公共下水道特別会

計補正予算（第１号）についてを議題としま

す。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（磯野憲二君） 議案の４３

ページをお開きください。

議案第４４号平成２３年度美幌町公共下水

道特別会計補正予算（第１号）を御説明申し

上げます。

平成２３年度美幌町公共下水道特別会計補

正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。

今回の補正につきましては、公共汚水桝設

置工事費の増額を行おうとするものでありま

す。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ１４０万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ９億７,０１９万１,

０００円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で御

説明申し上げます。

地方債の補正。

第２条、地方債の変更は、第２表、地方債

の補正で御説明しますので、４６ページをお

開きください。

第２表、地方債補正につきまして、公共下

水道事業費、限度額５７０万円を桝設置工事

費の１４０万円を増額して、限度額を７１０

万円とするものです。

次に、歳出を御説明しますので、５２、５

３ページをお開きください。

公共汚水桝設置工事につきましては、当初

予算で１０カ所、２７０万円を計上しており

ますが、既に７カ所、２１５万９,０００円

の執行がされております。今後の予定とし

て、５カ所の不足分の工事費１４０万円を増

額補正するものです。

次に、歳入について御説明しますので、５

０、５１ページをお開きください。

歳出で増額補正します１４０万円につきま

しては、公共下水道債に求めるものでござい

ます。

以上、御説明しましたので、よろしくお願

いします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第４４号平成２３年度美幌

町公共下水道特別会計補正予算（第１号）に

ついてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１４ 議案第４５号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１４ 議案第

４５号平成２３年度美幌町病院事業会計補正

予算（第１号）についてを議題とします。

直ちに、提案理由の説明を求めます。

病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 議案５４ペー

ジをお開き願います。

議案第４５号平成２３年度美幌町病院事業

会計補正予算（第１号）について御説明を申

し上げます。

第１条、平成２３年度美幌町の病院事業会

計補正予算（第１号）は、次に定めるところ

による。

今回の補正につきましては、当初予算に計
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上の医療機器の購入のうち、地方公営企業法

及び病院事業の設置等に関する条例の規定に

基づき、予定価格が７００万円以上の資産の

取得につき、重要な資産の取得として予算に

定めるものであります。このため、第２条に

記載のとおり、既定予算の１０条の次に１１

条を加え、コンピュータ断層撮影装置、人工

透析監視装置、採血管準備装置、それぞれ一

式として補正を行うものであります。

以上、御説明申し上げましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） これから、質疑を行

います。

８番岡本美代子さん。

○８番（岡本美代子君） 説明いただいてい

たかとも思うのですけれども、新しい先生方

が来ていただいて、いろいろ必要になったも

のもあるというふうなことも聞いておりま

す。ここにＣＴとか、今回取得する資産が出

ておりますけれども、たしか、今度来ていた

だいた先生は、マンモグラフィーの読影なん

かが大変得意分野であるというふうに聞いて

おりますので、これに加えて、近々そういう

ものを購入する予定などがあるかどうか、

ちょっとお聞かせください。

○議長（古舘繁夫君） 岡本議員、その１点

だけですね。（「はい」と呼ぶ者あり）

町長。

○町長（土谷耕治君） 岡本議員がおっしゃ

るように、そういう読影ができる先生が来て

いただいたということでありますけれども、

先生は今、手術のほうも結構やっていただい

ております。先日も大腸がんの手術をしたと

いうことで、極めて最近では珍しいというこ

とで、物すごい期待感もあると思いますけれ

ども、もうちょっと様子を見させていただき

たいなと思います。気持ちは物すごくよくわ

かるのでありますけれども、先生もまだ来た

ばかりですので、自分の本業とするところの

ベースをしっかりやりたいという思いがある

と思いますので、私も期待しておりますの

で、時期が来たら、そういう声におこたえし

たいと、そんなふうに思っておりますので、

いましばらく、ちょっと待っていただければ

と思います。

○議長（古舘繁夫君） ８番岡本美代子さ

ん。

○８番（岡本美代子君） 町長のおっしゃる

こともよくわかります。町民、本当に待って

ましたという感じで迎え入れていることなの

で、もし、早々と、環境を整えることが先生

方の腕を発揮する場面がより広がっていくと

思いますので、本当に先生方の技術を一生懸

命拡大していくためにも、先生方はやっぱり

いろんなものを使ってやりたいというよう

な、いろんな物の本なんかを読みますと、す

ごくそういう手術や何かに対してでも、実績

というものを、大変そういうものが重要で、

どこの病院に行ってどういうことができるか

ということも非常に大きな医師確保の大きな

要因でもあるというふうなことも聞いており

ますので、ぜひそういうことにも積極的に取

り組んでいただきたいと思います。

○議長（古舘繁夫君） 病院事務長。

○病院事務長（大村英則君） 岡本議員が

おっしゃるとおり、先生の声を聞きながら、

しかるべき時期に、腹腔鏡手術の機器の購入

ということも予定しておりますので、それら

を含めて十分検討してまいりたいと思いま

す。

○議長（古舘繁夫君） ほかに質疑はありま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 質疑なしと認めま

す。

これで、質疑を終わります。

これから、議案第４５号平成２３年度美幌

町病院事業会計補正予算（第１号）について

を採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（古舘繁夫君） 起立多数です。
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したがって、本案は、原案のとおり可決さ

れました。

─────────────────────

◎日程第１５ 報告第４号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１５ 報告第

４号平成２２年度美幌町一般会計予算繰越明

許費繰越計算書について、お手元に配付して

いるとおり報告書の提出がありましたので、

お聞きすることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第４号平成２２年度美幌町一般会

計予算繰越明許費繰越計算書については、こ

れで終わります。

─────────────────────

◎日程第１６ 報告第５号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１６ 報告第

５号株式会社美幌峠牧場振興公社の経営状況

報告について、お手元に配付しているとおり

報告書の提出がありましたので、お聞きする

ことがあれば許します。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） このことにつきまし

て、２点になるのでしょうか、御質問いたし

たいと思います。

報告書を見せていただきましたが、少々気

になるところがございます。それは、５９

ページで、放牧の頭数が、当初７万３,６６

０頭に対して、３万９,２０１頭に減少し

た、４９％ほど減少して、しかし、年間を通

しては利用料の減とはならないと、四、五百

万円の減になっているのではないかと思われ

るのですが、そしてまた、舎飼は舎飼で別に

なっておりますが、この点でちょっと気にな

ります。

あわせて、これはこの部分と関連するかも

しれませんが、内容を見ますと、町内、町外

の牛が、いずれも大きく落ち込んでいて、道

外牛でカバーされているという傾向です。地

元のための牧場という要素を本来持っている

わけですが、町外、あるいはこの周辺を含む

道内がどんどん落ち込むということについて

は、牧場の将来性にとってもちょっとどうい

うことなのだろうかという思いをいたしてお

りまして、その点で、どういうような状況な

のかと。

あわせて、道外牛によって維持されてい

る、支援されているという状況の中で、こと

しへの影響は実際どうなのだろうということ

を危惧しております。確かに、３月末をもっ

て職員数を一定程度減らしてスリム化を図っ

ているという中なので、これらの見通しもあ

わせて、これは二つ目になるかと思います

が、そういう意味で２点の質問になるのかも

しれませんが、見通しも含めて関連してお示

しいただければと思います。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） まず、１点目の

２２年度の状況ということでございます。

最初の５９ページの御質問の、７万３,３

６０頭に対して３万９,２０１頭ということ

でございます。これは、大幅に落ちたという

のは、毎年、道外で安愚楽牧場の牛を３００

頭ほど預かっております。口蹄疫の関係で、

地元の方々、畜産農家の方々から、できれば

町外の牛を預からないでほしいという要望が

あって、結果的には、その牧場の牛３００

頭、毎年入れていただいていますけれども、

それをお預かりしなかったということであり

ます。ですから、大体、放牧期間、夏場だけ

ですけれども、１２５日掛ける３００頭です

から、３万７,５００頭の減収になるとい

う、頭数的には減るということでございま

す。半面、道外牛を、当初入れる予定よりも

かなり入れていただきました。これは、２年

前ぐらいから、道外の畜主の方に回って、入

れていただきたいというお願いとか、それか

ら、苦情等、要望等を聞いている作業をやっ

ております。そういった中で、道内牛がなか

なか入れれないということを理解いただい

て、可能な限り牧場のほうに入れていただい

たということで、お金のことで考えれば、町

外の牛につきましては、放牧期間、１日２６

０円をいただいております。それから、道外
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牛につきましては、どうしても舎飼もセット

になりますので、年間を通じて４８０円をい

ただいているということですので、道外牛が

ふえれば、意外と夏の放牧の金額よりは、な

らしてトータル的には、使用料としての減収

が思ったより少なかったというような状況で

ございます。それが、一応２２年の状況で、

議員御指摘のとおり、本来は町内の牛を入れ

ていただくということではあるのですけれど

も、現実的には、経営ということを考えれ

ば、町外の牛や道外の牛を積極的に入れてい

ただくことをして、少しでも町の持ち出しを

少なくして経営をさせていただくというのが

実態でございます。

２３年度の見通しにつきましては、広島公

社主幹のほうから説明させていただきます。

○議長（古舘繁夫君） 公社主幹。

○公社主幹（広島 学君） ２３年度の牧場

運営の見込みでございます。大江議員御指摘

のとおり、道外牛の占める割合が、放牧期

間、それから舎飼期間含めて、それぞれ５０

％ほど道外牛で延べ頭数が占められていると

いう状況の中で運営がされてきております。

それで、２３年度につきましては、２４年３

月で美幌峠牧場振興公社の運営については一

定程度整理をするという方向で今進めてきて

おりますので、それに伴いまして舎飼も整理

をしたいということで、今整理を進めている

ところでございます。道外牛につきまして

は、通年型の預託ということで、当然、冬期

間の預託を前提として受け入れを進めていく

ということになれば、２３年度、大体２年周

期で受け入れをするのですけれども、ことし

については２年目の道外牛が残る程度で、２

年にわたる、最初の年となる牛の受け入れに

ついては難しいだろうということで、予算の

中でも道外牛の受け入れについては減頭した

中で見込んでおりますので、大きく収支につ

いては変わる可能性はまだあるかなというふ

うには思っておりますけれども、夏場を過ぎ

てみて、どの程度の減頭になるかというのは

大方の予想がつくかなというふうに思ってお

ります。

よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） ２番大江道男さん。

○２番（大江道男君） 前段の部分はわかり

ました。それで、１点再質問をいたします

が、たしか道外牛は茨城県だったかなと思う

のですが、今回の震災と、それから福島原発

の関係で、大きく影響を受けるというような

ことはないのかどうか。近隣だということだ

けなのですけれども、ちょっと心配をしてお

りますが、見通しはいかがなのでしょうか。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 道外につきまし

ては、今、議員がおっしゃるとおり、茨城県

の小美玉市、茨城空港があるところの美野里

農協からお預かりしております。直接、福島

県から離れているということで、地震のあっ

たときには、出荷の制限があって出せていな

いと、原乳を出されていない状況であります

けれども、現在については、従来どおりきち

んと出されているということで、災害を受け

た、被災を受けた牛について受け入れをどう

だという話についても、最初にすぐお電話を

して組合長とも話させていただきました。町

としては協力する意思があるということで。

あちらからの意見とすれば、直接の被災地、

言うならば、福島県の原発のところの地域で

はないので、そこは福島のほうを優先してく

ださいというお話はしていただきました。そ

れで、ことしについては、もし希望するもの

であれば、従来どおりお受けするということ

のお話はしております。そういうことでいけ

ば、一応ことしで、２４年３月で公社を解散

するので、舎飼を伴うということで、２年間

の部分で、先ほど広島が言いましたけれど

も、預かる部分の期間が短くなりますけれど

も、希望する部分についてはお受けしたいと

いうことで話は進めております。

以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。

○議長（古舘繁夫君） ほかにありません

か。
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１番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） 道外５０％というお

話は聞いたのですけれども、町内何％、町外

何％ぐらいの割合で預かっているか、その質

問でございます。

○議長（古舘繁夫君） その１点ですね。

（「その１点」と呼ぶ者あり）

公社主幹。

○公社主幹（広島 学君） 町内牛が占める

割合でございますけれども、２２年度でいけ

ば、町内の放牧期間については３６％が町内

牛と、舎飼期間につきましては３２％が町内

と。残りの１８％ぐらい、あるいは１４％ぐ

らいが道外牛という形の割合になっておりま

す。よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） １番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） もう１点……。

○議長（古舘繁夫君） 議員、もう１点と今

おっしゃいましたか。最初に、その１点です

ねと。（「今思い出したのですけれども…

…。」と呼ぶ者あり）

新鞍議員、１回目、手挙げて質問したとき

に、１点、町外、町内の割合を教えてくださ

いと言いましたよね。それで、その１点です

ねと言ったら、うんということで今答えまし

た。それで終わりになります。ほかにもしあ

るときには、町内、町外のほかにもう一つ

おっしゃっていただければよかったのです

が。（「了解いたしました」と呼ぶ者あり）

お許しください。そういうことでありま

す。（発言する者あり）

思い出したのは、難しい話でしょうか。

（「極めて簡単でございます」と呼ぶ者あ

り）

それでは、今、議運の委員長のお勧めもあ

りましたので、急に思い出すという、特例中

の特例ということで、１番新鞍峯雄さん。

○１番（新鞍峯雄君） ありがとうございま

す。

先ほど一定程度の整理というお言葉があっ

たのですが、その具体的な御説明、要する

に、公社解散ですか、うまく上手に発言でき

ないのですけれども、気持ちがわかっていた

だければ、よろしくお願いいたします。

○議長（古舘繁夫君） 経済部長。

○経済部長（平野浩司君） 先ほど、一定の

という意味が、一応、今、私どもここに出し

ているのは、株式会社美幌峠振興公社という

株式会社経営をやっております。それを２４

年３月末をもって解散するということであり

ます。ですから、株式会社による牧場経営の

区切りをつけるという、そのことは牧場をや

めるということではないということで、これ

は分けて御理解いただきたいと思います。や

はり株式会社を経営するということは、いろ

いろな、言うならば、人件費の部分でいけば

経理をやったりとか、そういう部分がかかり

ます。少しでも、そういう意味では、無駄な

支出をしないためには、今の経営の状況であ

れば、株式会社形式をとらなくても十分にや

れるということですので、御理解いただきた

いというふうに思います。

○議長（古舘繁夫君） ほかにありません

か。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ほかにないようであ

りますので、報告第５号株式会社美幌峠牧場

振興公社の経営状況については、これで終わ

ります。

─────────────────────

◎会議時間延長の議決

○議長（古舘繁夫君） お諮りします。

もはや４時近くになりましたが、あらかじ

め会議時間の延長をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、あらかじめ会議時間の延長を

することに決定いたしました。

─────────────────────

◎日程第１７ 報告第６号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１７ 報告第

６号財団法人美幌みどりの村振興公社の経営



－ 110 －

状況報告について、お手元に配付してあると

おり報告書の提出がありましたので、お聞き

することがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第６号財団法人美幌みどりの村振

興公社の経営状況報告については、これで終

わります。

─────────────────────

◎日程第１８ 報告第７号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１８ 報告第

７号専決処分の報告についてお手元に配付し

てあるとおり報告書の提出がありましたの

で、お聞きすることがあれば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第７号専決処分の報告について

は、これで終わります。

暫時休憩します。

午後 ３時５５分 休憩

────────────────

午後 ３時５６分 再開

○議長（古舘繁夫君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

─────────────────────

◎日程第１９ 報告第８号

○議長（古舘繁夫君） 日程第１９ 報告第

８号例月出納検査報告について（２月～４月

分）、お手元に配付してあるとおり報告書の

提出がありましたので、お聞きすることがあ

れば許します。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） ないようであります

ので、報告第８号例月出納検査報告について

（２月～４月分）は、これで終わります。

─────────────────────

◎日程第２０ 議員の派遣

○議長（古舘繁夫君） 日程第２０ 議員の

派遣についてを議題とします。

お諮りします。

議員の派遣については、お手元に配付した

印刷物のとおり派遣したいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本件は派遣することに決定い

たしました。

─────────────────────

◎日程第２１ 閉会中の継続調査

○議長（古舘繁夫君） 日程第２１ 閉会中

の継続調査について。各委員会から、お手元

に配付した印刷物のとおりの申し出がありま

したので、これを承認することに御異議あり

ませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（古舘繁夫君） 異議なしと認めま

す。

したがって、各委員会からの申し出のとお

り、承認することに決定いたしました。

─────────────────────

◎閉会宣告

○議長（古舘繁夫君） 以上で、本定例会に

付議されました案件は全部終了いたしまし

た。

会議を閉じます。

これで、平成２３年第５回美幌町議会定例

会を閉会します。

午後 ３時５８分 閉会
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